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緒 言

著者は襲に此種の翅鞘斑紋の諸型中8祝60傭 α,α諮卿 伽,8p6伽 わ伽8,ω 懸μ側α,プoγ抑漁,

磁,～8㊨θ短ノα8磁,α～{伽α及び 興伽 の遺傳につ き報告 した。而 して之等は何れ も常染色膣上に
　

ある複封因子の…に依 ることを述べた。本文にては更に其後獲見 した新なる型 伽 伽 磁D及 び

畑8加磁α2)につ いて報告 しようと思ふ。

本論文を草するに當 り御懇篤なる御指導 と御校閲を賜つた 駒井教授に封 し篤 く感謝の意 を表

す。猶本研究の爲に研究補助費を賜つた日本學術振興會 に封 しても併せて謝意を表する。

翅 鞘 斑 紋 の 記 載

本實験 中で取扱 つた斑 紋型 につ いて次 に記載す る。

面s痂 碗``(:Fig.1-a)は 翅 鞘前牛部 に内・中及 び外 の3紅 紋 を有す る ものであ るが,此

うち内紋 は α耀,1ぎ`旛の前内紋 に相當す る もので,α 耀 ゲ翻8に 比 すれば梢 小 さな ものが

多 い。中紋 はα耀 翻f8の 前 中紋 に相當す るもので,α耀7翻8に 比 すれば梢大,8p偏 αb燃

或 は ω,⑦8μα`αに比 すれば小で ある。外紋 は中紋 の外 側 に接近 して位置 し,細 長 き形

の小紅紋 であ る。 ♂ゴ8翻磁 と甜爾 初 αとの ヘテ ロの個禮 中には1中 紋 の下部が轡 入 し

てゐ る もの もあ るが(:Fig.1-

b),全 くホモ と匠別 のつか な

い場 合 もある。

伊os加 α6α(Fig.1-c)は

卿 θ0励 ゼ旛 とノ0唖α61αとの ヘ

テ ロ(第III報:Fig.'1-d)

に類 似 して ゐるが,α 耀 短d甜

の前内紋の位置 に α耀 γ禰8よ

1)駒 井教授あ命名 による竜のに して,1938年11月10H東 京 に於て雄 を1頭 探 集(著 者探集)・

2)駒 井教授の命名 に洪る嬉のに して,1940年 壬月22日 京都 に於て雄 を1頭 探集(薯 者探 集)・

Fig.1.Theelytralcolorpattern.

a,b(伽 伽 伽).c,d(γ08め γ磁)・
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りも梢 小 なる紅紋 を有 す る。ゲo諭磁 と8z`o翻8α とのヘテ ロの個禮:中に は紋 の下部が

攣 入 して ゐる もの もあ るが(:Fig.1-d)全 ぐホモ と匠別 のつか ない場合 もある。

交 配 實 験

1.伽s%ηc脇 に關す る實験 倫 漉 磁 とα漉 確 との交 配か らは,Table1に 示 す如

く,爾8伽 伽,♂ づ8伽磁 と α癩cα とのヘ テ ロ(:Fig.2-d,伽 伽 磁 の中紋,外 紋の みを

有 し,内 紋 を訣 くもので ホモの もの と明かに匠別す る事が 出來 る)の 外 に 欄 翻 θαを

出 した。

8祝0翻 餉 に封 してヘテ ・の 砺 翻 磁 に α耀?嘱 櫓・と αZ`痂α との ヘテ ・'を交配す る

時 は 『Table2に 示 す如 く,♂ ゼ8翻磁 と 岬 〃・晒8と のヘテ ロ(:Fig.2-c,60η8P翻 α と

α耀 併鶴8と のヘテ ・～第H報,Fig.1一 に類似 してゐ るが,α 耀 ゲ蒲8の 前内紋の位置

に α耀 翻 ゼ8よ り研 省小 さな紅紋 を有す る),而 翻 磁 と α?`伽α とのヘテ ロ,傭 卿 爾8

及 び αZ'痂α を出す。

上 の 中 のCross239か ら得 た 伽`',zc`α と α耀9・翻8と の ヘ テ ・ と α`聯 鰯8と α襯oα

と の ヘ テ ロ と を 交 配 し た と こ ろ,Tahle3に 示 す 如 く,砺 伽o`α と 傭 劉 翻5と の ヘ テ

ーロ
,轟8伽 磁 と α癩0α と の ヘ テ ロ,α 卿?●翅8及 び α鐸痴 而 と α繭6α と の ヘ テ ロ を 略

同 激 づ Σ出 し た 。

d獅 伽 磁 と α翻6α と の ヘ テ ロ 同 士 の 交 配 か ら は,数 は 極 め て 少 数 で は あ る が,顕ble

4の 如 くに,dゴ8伽06α,d'8勘 伽 と α?{Z～6αとの ヘ テ ・及 び α?`翫α.を 凡 そ1:2:1の 比

に 出 した 。

Table 1 A ulica (~ ) x distincta (a)

Table 2 Distincta (~) x heterozygote of axyrid is and aulica (~)
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8z己6碗 θα に 封 し て ヘ テ ロ の 「伽 伽 磁 』に 轟8伽6孟 α と α醐6α と の ヘ テ ロ を交 配 し た

と こ ろ,Table5に:示 す 如 く,`Z翻 加 磁,趣 翻 磁 と α漉cα と の ヘ テ ロ及 び α翫6α を

凡 そ2:1:1の 比 に 出 し た 。

Table6に 示 す 如 く,8Pθ6fα 醐 ゼ8と α協cα と の ヘ テ ロ(8Pθ6`αbゼZ68)を8z6c幽 θα に

:封 して ヘ テ ロ の 酪 痂zo`α に か け る と,次 の3型 を 凡 そ1:1:2の 比 に 出 し た6印 ち

8p66励 ゼ廊,α ぞ'Z磁,而 痂 痂 α と8p傭 α醒 ゼ8と の ヘ テ μ 及 び 砺 伽 磁 と αZ6伽α、と の ヘ テ

Table 3  Heterozygote 

heterozygote of

of distincta a.nd axyridis 
axyrid is and aulica (~ )

( )x

Table 4 Heterozygote of distincta 

heterozygote of distincta and

and aulica 
aulica (a )

(~)X

Table 5 Distincta ( ) x heterozygote of distincta and aulica (~)
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ロ(Fig・2-d,翻 翻6`α と8P召c6αb掘8と の ヘ テ ロ はd♂8`δgzc`α と α②〃∫6αと の ペ テ ロ と

外 見 上 匠 別 す る事 が 出 來 なv・)。

9副 α と ・アo殖 α`Zα と の ヘ テ ロ と 協8伽 厩 α と 伽w溜8と の ヘ ロ テ と の 交 配 か ら は,

Table7に 示 す 如 く,捌8伽 磁,9宅`撫 と 砺6翻 ・渉αと ゐ ヘ テ ロ(:Fig.2-d,61∫ 廟zdα とα～`Zノ(,`{

と の ヘ テ ・ と遜 別 す る 事 が 出 來 な い),g繭 α と α,r〃瑠'8と の ヘ テ ロ及 び 岬 加 納 と

!ω'勲 〃α と の ヘ デ ロ を 略 同'歎 つ つ 出 し た 。

Cross257か ら得 た4ゼ8伽 磁 を8z`o翻 θα に 封 し て ヘ テ ロの 磁"8"θ?・ 曜 α8磁 に か け

る と,Table8に 示 す 如 く,砺 伽 磁,繭 伽 磁.と .蜘9騨 θ7・8晦8磁 と の ヘ テ ロ,伽?言8一

"θ師 ノα8磁 と!o吻z己 川 との ヘ テ ロ及 び ノo卿z`1α を 略 同 歎 つ つ 出 す 。・

Table 6 Distinct a(? ) x spcctabilis (a)

Table ? Heterozygote of g'utta and f or ficula ( ) x 
    heterozygote of distincta and axyridis (~ )

Table S Transversi f ascia ( ) x distincta (a )
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印 ちd魏 伽 ωα は'!oゆc.副 α に樹 し優 性 な る:事 が わ か る 。

8網 翻 θα に 封 して ヘ テ ロ の 磁 郡 惚 ゲ8ヴα8磁 とd獅 脇 磁 と 傭 解 溜8と の ヘ テ ロ と の

交 配 か ら は,Table9に 示 す 如 く,ゐ8伽 磁,♂ ゼ8勘o`α と 轍9励 θ短 ノα86'α と の ヘ テ ロ

(:Fig・2-d,dゼ8伽 磁 と α24Z蜘 と の ヘ テ ・ と 同 様 な 表 現 型 を 表 す),加 り⑫w?・8癒8(・'・'と

齢 脚 撚 と の ヘ テ ロ及 び 齢 解 翻8を 凡 そ1:1:1:1の 比 に 出 し た 。

Cross257か ら得 たg縦 α と 翻 襯 磁 との ヘテ ロ同'士を交配 した ところ,Table10

に 示 す如 く,9ぞ磁α,9副 αと4緬 η磁 とのヘテ ロ及 び 撚 痂協 αを凡そ1:2:1の 比 に

出 した。

Tables4,5及 び10か らホモの 而 伽 磁 が 存 在'する事 が　bか る。

蹴c翻 θα に封 して ヘテ ロの60粥 μc2{α とgz磁 α とd説 伽磁 との ヘテ ロとg)交 配か

らは,Tablenの 如 く,oo粥 μ6襯 と 而 伽 磁 との ヘテ ロ(:Fig.2-d,4傭 ∫%8≠`'とαz〃'ω

とのヘテ ロと匠別する事が 出來 なV・),g?`伽 及 び 酪 伽 磁 を出 した。.
`
以 上の 翻 翻c伽 に關す る'實験か ら,齢 伽 磁 因子 は從來研 究 した諸型 の因子 即ち

ク,,P今P馬.PO,P∬,が,P且 ω及 び.1)σ と同 じ複封因子群 に驕す る事 がわか る。

Table `9 Transversi f ascia ( 9 ) x heterozygote of distincta acid axyridis ()

Table 10 Heterozygote of gutta 

heterozygote of gutta gild

and distincta 
distincta ( II)

(4)x
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ILり.OS加 α脇 に 關 す る 實 験8～'C翻 θα に 封 し て ヘ テ ロ の ゲ0伽 磁 を 僻 沸 藤 と

α癩cα と の ヘ テ ロ に か け た と ご ろ,Table12に 示 す 如 く,ゲ08傭`α と 薦 解 襯8と の ヘ

テ ロ(:Fig.2一 一9,8Pθc脇 わ捌sと 傭 解 翻3と の ヘ テ ロー…第II報:Fig.1～ に類 似 し て ゐ

る が,㈱ 解 繍8の 前 内 紋 の 位 置 に 伽 〃γ醐8よ り も梢 小 さ な 紅 紋 を 有 す る),ゲ08磁 甜 と

α?轟cα と の ヘ テ ロ(:Fig.2-h,8Pθo伽 わ痂8と プo?・ガc・～`Zαと の ヘ テ ロー:第:III報,:Fig.1一

と 匠 別 が 出 來 な い),α 耀 ゲ溜8及 び α漁1α'を 略 同 数 つ つ 出 した 。

Table13に 示 す 如 く?Cross252か ら得 た 引0867・α`α と 岬 画 副8と の ヘ テ ・ と

と の 交 配 か ら は,9り 論 α如 と 齢 解 ・認8を 凡 そ ユ:1の 比 に 出 した 。

8祝 ・(ヲ6～りZ6α

C1'oss252か ら得 た7;08`?・α6α と α卿 ・翻8と の ヘ テ ・同 士 の 交 配 か ら は,Table14の

如 く,?108`?編 α,?・0869・α渉α 、と α吻 ゲ晒8:と の ヘ テ ロ及 び α卿 ㌍襯sを 凡 そ1:2:1の 比 に 出

し:た。

Table 11. . Conspicua (~) x heterozygote of gutta and distincta (a )

Table 12 Heterozygote of axyridis and aulica (~) x rostrata (a )

Table 13 Heterozygote of rostrata and axyridis ( ) xsuccinea (~)
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此 實 験 に よ り ホ モ の ゲ08診ゲ`磁 が 存 在 す る:事 が わ か る 。

Table15一 に 示 ・す 如 く,ゲ08'編 α と α耀 磁18と の ヘ テ ロ と82`6翻 θα に 封 し て へ.テ ロ の

8Pθ磁bゼ 旛 と の 交 配 か ら は ・8P8磁bづ 傭 と ゲ08`焔 α と の 今 テ ロ( 、:Fig・2-h,8P60`α 観 ゼs

と ノ0吻2`zα と の ヘ テ ロ～ 第III報 ・,:Fig1一 と 匠 別 す る事 が 出 來 なv・),8pθ 磁 梛 づ8と

鯛 加 而 と の ヘ テ ロ,併08傭 診α 及 び 傭 加 翻8の4型 を 出 し た 。

?り8渉?編α と 薦 沸6傭 と の ヘ テ ロ と 加㊤αη8W癖 ノα86脇 と8pθ6励 ゼ傭 ・と の ヘ テ ロ

(coryzspiczta)と を 交 配 した と こ ろ,Table16に 示 す 如 く,加?捌 θ幅 プα8磁 と708蜘 如

と の ヘ テ ロ(:Fig・2-i,60%8μc?`α と!o吻 漁 と の ヘ テ ロー第III報,Fig.1～ と匠 別

す る 事 が 出.來'なV・),.渉7'㈱8惟8加 画 ¢ と.α卿?`耀8と の ヘテ ・,8pθ 磁 麟8と ゲ08蜘 渉α

との ヘ テ ロ及 びsp傭`砺 旛 と α耀?・禰8と の ヘ テ ロの4型 を 出 し た6

C1'oss261か ら 得 た ボ モ の 初8'少 ・α砲 に8～'60加qα 』に 封 し て ヘ テ ロ のgo"8P伽`α を か け

た と こ ろ,T3ble17に 示 す 如 く,60η8卿 ～'`'と り・08加`α と の ヘ テ ロ ・(:Fig.2-i,coりz8卿 ～`α

Table 14 Heterozygote of rostrata 

heterozygote of rostrata and

and axyridis (~ ) x 
axyridis (a )

Table 15 Heterozygote of rostrata and axyridis (~) x spectabilis (~)

Table 16 Heterozygote of rostrata and axyridis (~) x consp icua (b)
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と プ0吻 灘 α と の ヘ テ ロー 一第III報,IFig・1一 と旺 別 す:る 事 が 出 來 なV・)及 び ゲ08渉,編α

の2型 を 出 し た 。

磁 り⑫8"θ?・8癩5磁 と γ08磁 伽 と の ヘ テ ロ と ホ モ の9・ 漉 α と の 交 配 か ら は,Table18の

如 く,60η8μ 侃 α とgz磁 α と?・08加 α`α と の ヘ テ.ロ(Fl9・2-i,60%8μ6～ 必α と アo殖 α`Zα と

の ヘ タ ロー 第III報,;Fig4一 …と旺 別 出 來 なV・)と を 出 した 。

ゲ08磁 如 と ノ0吻 ぬ との 交 配 に 於 て,爾 型 と も8包`0翻 θα に 封 し て ヘ テ ・ の 場 合 に

は,Table19に 示 す 如 く,70醗 磁,!ω 伽'Zα 及 び8～'6癬zθ α を 凡 そ2:1:1の 比 に 出 す 、,

即 ち 鱒8砕 α脇 は ノo殖 α`Zα に二i封して 優 性 な る事 が わ か る0

8㍑c翻6α に 封 して ヘ テ ・の 副8痂z磁 と ゲ08伽 伽 と(脇 砒 α との ヘ テ ・ と の 交 配 か

ら は,Table201に 示 す 如 く,'轟8痂z磁,♂ 繍?z66α と α～{1ゼcαと の ヘ テ1㍉ 引08磁`α 及 び

α癩Cα の4型 を 出 し た 。

Table 17 Rostrata (~ ) x con.sjncua (a )

Table 18 Heterozygote of transzersifascia alid rostrata (~) x gutta (a)

Table 19 Rostrata ( o) x f or ficula (~)



19↓1年8月 星 野:テ ン ト ウ ム シ の 遺 傳V Y53.

即ち?り5伽倣 は 砺 伽 磁 に封 して劣性なる事がわか る。

以上の,り癬 磁 に關すう實験によつて,ゲ08磁 伽 因子 も亦 濡8勘 伽 因子 と同様に

既報の諸因子と同 じ複封因子群に属する事がわか る。

考 察

上 述 の 實 験 結 果 に よ り,次 の 事 を 知 り得 た0

1.szicciyaect,α 卿 ・媚8,spectabilis,conspiczta,forfcczcla,磁 り⑦8"θゲs乞アα8磁,α 額6α,

JZCtta,醜 伽 磁 及 び 併08磁 伽 は 互 ぴ にqq性 雑 種 を 爲 す 。

2.趣 伽 磁 及 び ゲo餅 伽 は 何 れ も8z`6翻 θα に 封 し優 性 で あ る 。 但 し稀 に ヘ テ ・ と

ホ モ とがqR別.出 來 る場 合 が あ る 。

3.而 伽 磁 ぱ ノo嘆 翻 α及 び γo諭 磁 に 封 し て 優 性 で あ る 。

4.9ｰOSt1'(CtCIは ノo殖 磁 α に 繋 し て 優 生 で あ る 。

5.d碗 伽 磁 と α耀 γ襯8と の ヘ テ ロ はooη8μ α`α とaxJridisと の ヘ ロ に テ 類 似 し

て ゐ る が,α ご即 ●'而 の 前 内 紋 の 位 置 に α耀 併鶴8よ り も梢 小 な る紅 紋 を 有 す る 黒占でqR別

す る 事 が 出 來 る 。

6・8Pθc励 〃∫8,conspicua,磁'酬 θ面!α8磁,a-ZUIica及 び9μ 蜘 の 各 と 伽 伽 伽 と の

ヘ テ ロ は 夫 々 外 見 上qR別 出 來 な く,何 れ もlist-inctaの 中 紋 及 び 外 紋 の み を有 し,内 紋

を 欲 く もの で あ る 。

7.即8磁`α とaxJridisと ¢)ヘ テ ロ は8Pθo`α わ伽8と 僻 解 禰8と の ヘ テ ロ にi類 似 し

て ゐ る が,aa,,Ja・ 溜8の 前 内 紋 の 位 置 に 卿/γ 禰8よ り も梢 小 な る紅 絞 を 有 す る 黒占で 匠 別

す る 事 が 出 來 る 。

8.8Pθc励 恥 と,yｰostrataと の ヘ テ ロ及 び ゲo伽 磁 とa2tilicaと の ヘ テ ロ は 夫 々

8pθ磁 醐 お と プo吻 ～`Zαと の ヘ テ ロ と匠 別 す る事 が 出 來 な い 。

9.CωZ8p'0瓶 と γ08傭 伽 との ヘ テ ロ,磁9捌 θ短!α8磁 と 劉08磁`α と の ヘ テu及 び

92`伽 と ゲ0諭 磁 と の ヘ テ ロ は何 れ もconspicztaと ノ0吻 ぬ と の ヘ テ ・ と遜 別 す る 事

が 出 來 なv・ 。

10.今6Z'8伽 磁 』及 び9"・strataに 封 し,夫 々PD及 び が な る因 子 符 號 を與 へ る とす

れ ば.次 の10因 子 は 複 封 因 子 系 を構 成 し,常 染 色 膿 上 に 存 在 す る 。

Table 20 Distincta (~ ) x heterozygote of rostrata and aulica (~ )
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P-8%o幽 θα 因 子(第II報).〆 一 オ1・ω～耀 ↑・8伽86fα 因 子(第III報)

P且 一 傭 解 翻8因 子(同 土)Pゑ"一 ㎝1伽 α 因子 丁(第IV報)

P8-8脚 磁 玩爾 因子(同1上)一Pσ 一 騨 伽 因子(同 上)

po-ooη8p蜘 α 因 子!同 上)Pの 一 伽 伽 磁 因 子(本 報 告)

.〆 ら!o畷 侃Zα 因 子(第III報).P盆 一 γ偏 嬬 α 因 子(同 上)

從つて表現型 と因子型 との關係・を示すと次の如 レ。

Fig. 2. Relation between phenotypes and genotypes.
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                         Resume 

    In this report two rare pattern types : distineta (new name proposed by Prof. 
T. Komai) (Fig. 1-a, b) and rostrata (new nanle proposed by Prof. T. Komai) (Fig. 
1-c, d) are dealt with. Both of these are due to the factors (.PD = factor for distincta, 
PR = factor for rostrata) belonging to the same allelomorphic series as succinea, 
axyridia, spectabilis, conspicua, f or ficula, transversi f ascia, aulica and gutta and 
behave as dominants to succinea, but the heterozygote of distincta and succinea and 
the heterozygote of rostrata and succinea often can be distinguished from the respec-
tive homozygotes in that the spot has a concavity on the posterior side (Fig. 1-b, d). 
The concavity, however, is missing in some cases, and the heterozygote may show 
the same appearance as the homozygote (Fig. 1-a, c). 

   Distincta is completely dominant to for ficula and rostrata. The heterozygote of 
distincta and axyridis (PDP`4) resembles the heterozygote of conspieua and axyridis 

(see Report II, Fig. 1-1, m), but can be distinguished from the latter by the presence 
of the antero-median spot of ax yridia (Fig. 2-c). All of the heterozygotes of 
eonspicua and distincta (P°PD), gutta and distincta (PGPD), distincta and spectabilis 
(PDPS), distincta and transversi f ascia (PD.Pl) and distincta and aulica (PDPAu) have 
phenotypes similar to d istincta, except that the antero-median spot is entirely missing 
(Fig. 2-d). 

   Rostrata is completely dominant to f or fieula. The heterozygote of rostrata and 
axyridis (PRP4) resembles the heterozygote of spectabilis and axyridis (see Report 
II, Fig. 1-h, i), but can be distinguished from it in the presence of the antero-median 
spot of ax yradia (Fig. 2-g). The heterozygotes of spectabilis and rostrata (PSPR ) 
and rostrata and aulica (PRP4u) cannot be distinguished from the heterozygote of 
spectabilis and forficula (Fig. 2-h). The heterozygotes of conspicua and rostrata 
(P°P' ), gutta and rostrata (PGPR) and transversif ascia and rostrata (PTPR) cannot 
he distinguished from the heterozygote of conspicua and f or ficula (Fig. 2-i).


